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は
じ
め
に

　

屏
風
歌
の
勅
撰
集
入
集
数
は
『
拾
遺
集
』
を
頂
点
と
し
、
急
速
に
減

少
す
る
。そ
れ
は
、新
た
な
屏
風
歌
制
作
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
く
な
っ

た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
詞
書
に
「
屏
風
歌
」
で
あ
る
こ
と
が
明
示

さ
れ
た
歌
は
、『
千
載
集
』
で
は
四
首
し
か
み
ら
れ
な
い
も
の
の
、『
新

古
今
集
』
に
は
三
四
首
入
集
（
最
勝
四
天
王
院
障
子
和
歌
は
含
ま
ず
）
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
後
の
十
三
代
集
で
も
採
歌
さ
れ
続
け
る
。『
新
古
今
集
』

で
の
屏
風
歌
復
活
の
契
機
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
文
治
六
（
一
一
九
〇
）

年
に
成
立
し
た
『
文
治
六
年
女
御
入
内
屏
風
和
歌
（
以
下
『
文
治
』
と

す
る
）』
で
あ
る
。

　

近
世
の
類
題
集
に
、
屏
風
歌
だ
け
を
集
め
た
『
屏
風
絵
題
和
歌
集
』

（
石
津
亮
澄
編
）
が
あ
る
。
三
村
晃
功
に
拠
る
と
、
こ
の
『
屏
風
絵
題
和

歌
集
』の
和
歌
お
よ
び
詞
書
の
原
拠
資
料
は
勅
撰
集
で
あ
り
、先
の『
文

治
』
や
寛
喜
元
（
一
二
二
九
）
年
成
立
の
『
寛
喜
元
年
女
御
入
内
屏
風

和
歌
（
以
下
『
寛
喜
』
と
す
る
）』
が
収
載
歌
数
の
多
い
作
品
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
入
内
屏
風
和
歌
は
、
数
あ
る
屏
風
歌
作

品
の
中
で
も
勅
撰
集
に
数
多
く
入
集
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

近
世
に
こ
の
よ
う
な
受
容
が
な
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
勅
撰

集
の
中
の
入
内
屏
風
和
歌
に
つ
い
て
は
、
一
部
を
除
き
考
察
が
な
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
屏
風
歌
が
勅
撰
集
の
中
で
問
題

と
な
る
と
き
、『
新
勅
撰
集
』
に
お
け
る
『
寛
喜
』
な
ど
、
特
定
の
勅

撰
集
を
考
察
対
象
と
す
る
場
合
が
多
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
勅
撰
集
を
通
覧
し
、
入
内
屏
風
和
歌
の
入
集
の

あ
り
方
を
考
察
し
た
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
勅
撰
集
へ
の
採
歌
は
歌

を
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
勅
撰
集
で

は
、
誰
が
い
つ
ど
の
よ
う
な
時
に
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
か
も
重
要
な
の
で

は
な
い
か
。
祝
意
と
天
皇
家
と
の
密
接
な
繋
が
り
を
あ
わ
せ
も
つ
、「
入

内
」
と
い
う
場
で
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
作
者
や
詞
書

を
手
が
か
り
に
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。

一　

三
度
の
入
内
屏
風
和
歌

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
入
内
屏
風
和
歌
に
は
、
先
述
し
た
『
文
治
』
と

『
寛
喜
』
の
他
に
、
こ
れ
ら
が
規
範
と
し
た
『
長
保
元
年
彰
子
入
内
屏

勅
撰
集
の
中
の
入
内
屏
風
和
歌

│
作
者
・
詞
書
を
手
が
か
り
に

│

細
川　

知
佐
子

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）
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風
和
歌
（
便
宜
上
の
名
称
・
以
下
、『
長
保
』
と
す
る
）』
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
現
在
知
ら
れ
る
入
内
屏
風
和
歌
は
わ
ず
か
三
作
品
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
三
度
の
入
内
屏
風
和
歌
の
概
略
を
時
代
順
に
示

す
。

　
『
長
保
』
は
、
長
保
元
（
九
九
九
）
年
藤
原
道
長
の
女
彰
子
が
一
条
天

皇
に
入
内
し
た
際
の
屏
風
歌
で
、判
明
す
る
作
者
は
、花
山
院
・
道
長
・

公
任
・
高
遠
・
斉
信
・
俊
賢
・
道
綱
（
長
能
が
代
作
）
の
七
名
で
あ
る
。

作
品
と
し
て
の
伝
存
は
な
く
、
出
詠
歌
人
の
家
集
『
公
任
集
』『
高
遠
集
』

『
長
能
集
』
及
び
勅
撰
集
や
私
撰
集
に
残
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
残

さ
れ
た
歌
の
多
く
が
春
の
景
物
で
あ
り
、
屏
風
そ
の
も
の
の
詳
細
は
不

明
で
あ
る
。

　

二
つ
め
の
『
文
治
』
は
、
文
治
六
年
（
四
月
一
一
日
よ
り
建
久
）
正
月

に
後
鳥
羽
天
皇
に
入
内
し
た
、
九
条
兼
実
の
女
任
子
の
入
内
屏
風
和
歌

で
あ
る
。
出
詠
歌
人
の
一
人
で
あ
っ
た
俊
成
が
『
俊
成
家
集
』
の
中
で

「
屏
風
の
歌
ひ
さ
し
く
た
え
た
る
を
、上
東
門
院
御
入
内
長
保
の
例
に
て
、

こ
の
た
び
お
こ
さ
れ
た
る
な
る
べ
し
」
と
記
す
よ
う
に
、
規
範
と
し
た

『
長
保
』か
ら
約
二
〇
〇
年
間
入
内
屏
風
和
歌
は
詠
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

月
次
一
二
帖
（
各
月
三
面
）
三
六
面
の
屏
風
と
夏
・
冬
二
面
の
泥
絵

に
記
す
た
め
に
詠
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
作
者
は
、
兼
実
・
実
定
・

実
房
・
良
経
・
季
経
・
隆
信
・
定
家
・
俊
成
の
八
名
で
、
各
人
が
三
八

首
詠
じ
、
各
面
一
首
ず
つ
選
定
さ
れ
た
。
選
定
は
俊
成
・
実
定
が
下
選

び
を
し
、
兼
実
が
最
終
決
定
し
た
。
屏
風
歌
に
選
定
さ
れ
た
歌
だ
け
で

な
く
、
全
歌
が
作
品
と
し
て
残
る
。『
長
保
』
が
選
定
歌
す
ら
ま
と
ま
っ

て
伝
存
し
な
い
こ
と
に
較
べ
る
と
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
時
代
に
よ
る

和
歌
の
有
り
様
の
変
化
と
も
い
え
よ
う
。
ま
た
、
選
定
さ
れ
た
和
歌
は
、

群
書
類
従
本
及
び
島
原
松
平
文
庫
本
の
合
点
に
よ
り
三
八
首
中
三
六
首

が
知
ら
れ
る
。
良
経
、
定
家
、
俊
成
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
集
に
全
歌
、
隆

信
の
歌
も
『
隆
信
集
』
に
一
六
首
収
載
さ
れ
て
い
る
。

　

三
つ
め
は
、『
文
治
』
か
ら
四
〇
年
後
に
成
立
し
た
『
寛
喜
』
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
寛
喜
元
年
、
道
家
（
兼
実
の
孫
）
の
女
竴
子
の
後
堀
河
天
皇

入
内
に
際
し
て
の
屏
風
歌
で
、『
文
治
』
と
同
様
月
次
一
二
帖
（
各
月

三
面
）
三
六
面
の
屏
風
と
春
・
秋
二
面
の
泥
絵
か
ら
な
る
。
和
歌
の
選

定
は
、
出
詠
歌
人
た
ち
の
評
定
に
よ
り
な
さ
れ
、
選
定
歌
は
『
明
月
記
』

に
記
さ
れ
て
い
る
。
作
者
は
、
道
家
・
公
経
・
実
氏
・
定
家
・
家
隆
・

為
家
・
知
家
の
七
名
で
、
八
八
首
の
残
欠
本
の
み
現
存
す
る
。
定
家
、

家
隆
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
集
に
全
歌
、
為
家
の
歌
も
『
為
家
集
』
に
七
首

収
載
さ
れ
て
い
る
。

　
『
文
治
』
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
淳
が
「
屏
風
歌
は
、
か
な
り
詳
細

に
画
面
を
説
明
し
た
も
の
が
作
者
に
与
え
ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
詠

ま
れ
た
ら
し
い
の
で
、
題
詠
歌
の
中
で
も
特
に
作
者
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

が
現
れ
に
く
い
も
の
で
あ
る
。」
と
す
る
。
有
吉
保
も
「
こ
の
和
歌
の

目
的
が
祝
賀
の
も
の
で
あ
る
だ
け
に
内
容
も
欠
点
の
少
な
い
こ
と
に
主

点
が
あ
る
た
め
伸
々
と
し
た
歌
境
で
は
な
い
。」（『
群
書
解
題
』）
と
す
る
。

入
内
屏
風
と
い
う
性
格
上
、
ま
ず
祝
意
が
優
先
し
、
無
難
に
詠
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
大
嘗
会
屏
風
歌
に
は
「
鶯
」
や
「
時
鳥
」

な
ど
禁
忌
の
景
物
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
入
内
屏
風
和

（
5
）

（
6
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（
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（
9
）
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歌
で
は
、
大
嘗
会
屏
風
で
避
け
ら
れ
た
景
物
も
描
か
れ
て
い
る
が
、
入

内
の
場
に
相
応
し
い
、
選
ぶ
べ
き
言
祝
ぎ
の
歌
語
が
当
然
あ
る
だ
ろ
う
。

同
じ
絵
を
題
に
し
て
詠
む
こ
と
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
両
氏
の
指
摘

す
る
よ
う
な
、
個
性
の
な
い
無
難
な
和
歌
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

定
家
は
『
文
治
』
を
家
集
『
拾
遺
愚
草
』
に
収
録
す
る
に
あ
た
り
、

二
首
改
作
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
他
の
歌
人
と
の
詞
の
重
複
を
避
け

た
も
の
で
あ
る
。
若
年
期
の
詠
歌
で
あ
っ
た
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
が
、

主
家
九
条
家
の
晴
儀
に
あ
た
り
欠
点
の
な
い
歌
を
詠
も
う
と
し
た
結
果
、

平
凡
な
歌
句
と
な
っ
た
た
め
の
改
作
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
入

内
屏
風
和
歌
は
、
秀
歌
を
求
め
て
の
勅
撰
集
撰
集
資
料
と
し
て
は
、
必

ず
し
も
有
益
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
つ
い
て
は
多
様
な
角
度
か
ら
多
く
の
研

究
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

二　

勅
撰
集
入
集
数
と
部
立

　

で
は
は
じ
め
に
、
入
内
屏
風
和
歌
の
勅
撰
集
入
集
状
況
と
数
を
確
認

し
た
い
。
後
掲
【
表
一
】
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入
内
屏
風
和
歌
が
各
勅
撰

集
に
入
集
し
た
数
で
あ
る
。
最
下
欄
に
は
作
品
ご
と
の
総
数
を
示
し
た
。

『
長
保
』
は
『
拾
遺
集
』
以
下
六
集
に
そ
れ
ぞ
れ
一
首
ず
つ
全
六
首
入

集
し
て
い
る
。
し
か
し
『
拾
遺
集
』
と
『
金
葉
集
三
奏
本
』
は
同
じ
歌

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
数
は
五
首
と
な
る
。

　

次
の
『
文
治
』
は
最
も
多
く
、
全
部
で
三
七
首
（『
続
後
撰
集
』
は
『
林

下
集
』
に
「「
公
道
卿
十
首
題
」
と
あ
る
歌
」）
入
集
し
て
い
る
。
成
立
直

後
の
『
新
古
今
集
』
か
ら
一
八
番
目
の
『
新
千
載
集
』
ま
で
、
一
一
代

連
続
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
『
寛
喜
』
の
総
入
集
数
は
三
四
首
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
『
新
勅
撰
集
』

の
入
集
数
は
二
四
首
で
、か
な
り
の
数
に
な
る
。総
数
に
お
い
て
は『
文

治
』
に
近
い
が
、『
新
勅
撰
集
』
以
外
で
は
、『
続
後
撰
集
』『
続
古
今
集
』

『
続
千
載
集
』『
新
千
載
集
』
の
わ
ず
か
四
集
に
採
歌
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
あ
る
。

　

各
集
の
入
集
数
で
は
、『
新
古
今
集
』
の
『
文
治
』
や
『
新
勅
撰
集
』

の
『
寛
喜
』
が
多
い
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
下
命
者
で
あ
る
後
鳥
羽

院
や
後
堀
河
院
へ
の
入
内
に
際
し
詠
ま
れ
た
屏
風
和
歌
で
あ
る
た
め
だ
。

特
に
、『
新
勅
撰
集
』
に
お
け
る
『
寛
喜
』
は
、
過
剰
と
も
い
え
る
入

集
数
と
な
っ
て
お
り
、『
新
勅
撰
集
』
を
方
向
付
け
る
撰
歌
資
料
と
し
て
、

先
述
し
た
よ
う
に
先
行
研
究
も
多
い
。
ま
た
『
文
治
』
は
、
最
後
の
『
新

続
古
今
集
』
に
『
新
古
今
集
』
よ
り
三
首
多
い
九
首
が
採
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
た
い
。

　

入
内
屏
風
和
歌
全
体
で
見
て
み
る
と
、『
拾
遺
集
』
か
ら
『
新
続
古

今
集
』
ま
で
、
少
数
で
は
あ
る
が
ほ
と
ん
ど
の
集
で
い
ず
れ
か
が
採
ら

れ
て
い
る
。
具
体
的
に
示
す
と
、『
詞
花
集
』『
新
拾
遺
集
』『
新
後
拾

遺
集
』
の
三
集
以
外
の
全
て
の
勅
撰
集
に
選
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
文
治
』『
寛
喜
』
は
、
月
次
屏
風
歌
で
一
二
帖
三
六
首
、
泥
絵
二
首
を

加
え
て
も
総
数
三
八
首
で
あ
る
。
百
首
歌
は
も
ち
ろ
ん
、
五
十
首
歌
と

較
べ
て
も
歌
数
が
少
な
い
。
出
詠
歌
人
も
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
人
未
満
で
あ

る
。
秀
歌
が
生
ま
れ
に
く
い
場
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
勅
撰
集
入

（
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）
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集
の
確
率
は
か
な
り
高
い
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
十
三
代
集
に
限
っ
て
み
る
と
、
入
集
し
て
い
な
い
の
は
、

一
九
番
目
『
新
拾
遺
集
』・
二
〇
番
目
『
新
後
拾
遺
集
』
の
二
集
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
二
集
に
は
入
内
屏
風
和
歌
は
な
い
も
の
の
、
立
后
屏
風

和
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
。【
表
一
】
に
は
、
入
内
屏
風
和
歌
の
右
に
こ

の
立
后
屏
風
和
歌
の
数
値
も
加
え
た
。

　

立
后
屏
風
和
歌
と
は
、『
元
弘
三
年
立
后
屏
風
和
歌
（
以
下
、『
元
弘
』

と
す
る
）』
で
あ
る
。
一
八
番
目
の
勅
撰
集
で
あ
る
『
新
千
載
集
』
に

は
じ
め
て
み
え
る
屏
風
歌
で
、
同
集
に
一
八
首
入
集
し
て
い
る
。
元
弘

三
（
一
三
三
三
）
年
に
後
伏
見
院
内
親
王
珣
子
が
、
隠
岐
遷
幸
後
の
後

醍
醐
天
皇
に
入
内
、
立
后
し
た
時
の
屏
風
歌
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
勅
撰

集
か
ら
知
ら
れ
る
作
者
は
、
後
醍
醐
天
皇
・
邦
省
親
王
・
慈
道
法
親

王
・
尊
氏
・
冬
教
・
為
世
・
隆
教
・
公
脩
・
実
教
・
惟
継
・
為
明
・
為

冬
・
経
宣
・
為
親
・
公
宗
・
雅
朝
・
前
大
僧
正
覚
円
・
前
権
僧
正
雲

雅
・
後
宇
多
院
宰
相
典
侍
の
一
九
名
で
あ
る
。
ま
た
、
詞
書
か
ら
、
四

尺
の
月
次
屏
風
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
屏
風
歌
か
ら
、『
新

拾
遺
集
』
に
八
首
『
新
後
拾
遺
集
』
に
も
一
首
入
集
し
て
い
る
の
で
あ

る
。『
新
拾
遺
集
』
の
八
首
は
と
も
か
く
、『
新
後
拾
遺
集
』
の
一
首
入

集
は
、
入
内
屏
風
和
歌
の
各
勅
撰
集
入
集
数
と
近
い
。
十
三
代
集
の
中

で
入
内
屏
風
和
歌
が
一
首
も
採
ら
れ
て
い
な
い
こ
の
二
集
に
、『
元
弘
』

が
入
集
し
て
い
る
の
は
、
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
入
内
屏
風
和
歌
と
同

種
の
も
の
と
撰
者
に
認
識
さ
れ
た
た
め
の
入
集
で
は
な
い
か
。

　

勅
撰
集
は
、
時
代
が
下
が
る
に
し
た
が
い
保
守
性
を
深
め
て
ゆ
く
。

『
新
拾
遺
集
』『
新
後
拾
遺
集
』
に
お
い
て
、『
千
載
集
』
以
後
の
勅
撰

集
に
必
ず
入
集
し
て
い
る
入
内
屏
風
和
歌
を
あ
え
て
採
歌
し
な
い
理
由

は
見
当
た
ら
な
い
。「
入
内
」
と
「
立
后
」
の
違
い
は
あ
る
が
、
そ
も

そ
も
、
立
后
に
際
し
て
月
次
屏
風
を
調
じ
、
多
く
の
歌
人
に
和
歌
を
詠

ま
せ
る
こ
と
そ
の
も
の
が
、
先
に
成
立
し
た
「
入
内
屏
風
」
を
意
識
し

て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。画
題
の
構
成
か
ら
、井
上
研
一
は
、『
文
治
』

『
寛
喜
』
の
「
二
つ
の
入
内
屏
風
と
同
一
の
構
成
を
も
っ
て
い
る
と
考

え
て
よ
い
だ
ろ
う
。」
と
す
る
。
ま
た
「
た
だ
し
、「
寛
喜
」
が
皇
室
関

係
の
行
事
を
全
く
ふ
く
ん
で
い
な
い
の
に
比
べ
る
と
、
対
照
的
で
す
ら

あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
屏
風
が
臣
下
の
女
の
入
内
で
は
な
く
、
内
親
王

の
立
后
に
際
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
と
無
関
係
で
は

な
い
だ
ろ
う
。」
と
も
述
べ
る
。『
文
治
』
に
も
公
事
が
多
い
こ
と
は
先

行
研
究
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
単
純
に
考
え
る
こ
と
は
危
険
で
あ

る
。
し
か
し
、『
新
拾
遺
集
』『
新
後
拾
遺
集
』
撰
者
に
よ
っ
て
、
内
親

王
の
立
后
が
、
臣
下
の
女
の
入
内
よ
り
上
位
の
公
的
屏
風
歌
と
の
判
断

が
な
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。
そ
の
た
め
、
本
来
な
ら
先
例
に
倣
い
入

内
屏
風
和
歌
を
採
歌
す
る
と
こ
ろ
が
、
勅
撰
集
に
は
立
后
屏
風
和
歌
の

方
が
よ
り
相
応
し
い
と
考
え
、『
元
弘
』
が
『
文
治
』
や
『
寛
喜
』
の

代
わ
り
に
選
ば
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、『
新
拾

遺
集
』『
新
後
拾
遺
集
』
に
入
内
屏
風
和
歌
の
入
集
が
な
か
っ
た
理
由

が
理
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、『
千
載
集
』
以
後
、
数
は
少
な
い
が
す
べ

て
の
勅
撰
集
で
入
内
（
あ
る
い
は
そ
れ
と
同
種
の
）
屏
風
和
歌
が
採
歌
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。

（
12
）

（
13
）

（
14
）
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で
は
次
に
、
各
屏
風
歌
の
入
集
部
立
に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
。
同
じ
く

後
掲
【
表
二
】
は
、
入
内
屏
風
和
歌
の
入
集
部
立
と
数
値
を
、
内
訳
と

と
も
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
月
次
屏
風
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
、
四

季
部
入
集
は
当
然
で
あ
っ
て
、
七
七
首
中
五
一
首
が
四
季
部
に
採
歌
さ

れ
て
い
る
。
神
祇
歌
入
集
が
『
寛
喜
』
に
な
く
『
文
治
』
に
多
い
の
は
、

『
文
治
』
に
の
み
あ
る
「
春
日
祭
」
や
「
神
楽
」
な
ど
の
行
事
題
に
よ
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
賀
部
で
あ
る
。『
寛
喜
』
の
賀
部

入
集
は
『
新
勅
撰
集
』
と
次
の
『
続
後
撰
集
』
だ
け
で
、
一
三
番
目
の

『
新
後
撰
集
』
以
後
の
賀
部
入
集
は
『
文
治
』
だ
け
で
あ
る
。
無
難
に

詠
ま
れ
た
祝
意
が
賀
部
に
相
応
し
い
だ
け
で
あ
れ
ば
、
作
品
に
よ
る
入

集
の
差
異
は
説
明
で
き
な
い
。『
新
勅
撰
集
』「
賀
」
に
は
『
寛
喜
』
が

一
〇
首
入
集
し
て
お
り
、
歌
題
（
屏
風
絵
）
が
『
文
治
』
と
『
寛
喜
』

の
賀
部
入
集
の
差
に
つ
な
が
る
と
も
考
え
難
い
。
さ
ら
に
、『
長
保
』

が
『
続
古
今
集
』
で
は
じ
め
て
賀
部
に
採
歌
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
意

さ
れ
る
。三　

大
嘗
会
和
歌
と
の
比
較　
　

　

屏
風
は
入
内
以
外
に
も
様
々
な
折
に
作
ら
れ
、
そ
れ
に
応
じ
た
歌
が

詠
ま
れ
て
勅
撰
集
に
入
集
し
て
い
る
。
前
節
で
、
入
内
屏
風
和
歌
が
わ

ず
か
な
作
品
数
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
勅
撰
集
に
入

集
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
こ
で
は
比
較
の
た
め
、
大
嘗
会
屏

風
和
歌
の
勅
撰
集
入
集
状
況
を
み
て
ゆ
き
た
い
。　

　

大
嘗
会
和
歌
に
は
風
俗
歌
と
屏
風
歌
が
あ
る
が
、
屏
風
歌
は
、
屏
風

歌
盛
行
に
伴
い
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
、
長
和
元
（
一
〇
一
二
）
年
三
条

天
皇
の
時
が
初
例
と
さ
れ
る
。『
長
保
』
と
同
時
代
で
あ
り
、
入
内
屏

風
和
歌
と
成
立
時
期
を
同
じ
く
す
る
。
八
木
意
知
男
に
よ
る
と
、「
大

嘗
会
屏
風
和
歌
は
、
古
く
は
不
明
な
が
ら
後
冷
泉
院
永
承
元
年
度

（
一
〇
四
八
）
大
嘗
会
分
あ
た
り
か
ら
は
悠
紀
主
基
各
六
帖
十
八
首
が
定

着
す
る
」
と
い
う
。
各
帖
に
そ
れ
ぞ
れ
二
ヶ
月
ず
つ
配
し
、
各
帖
三
首
、

都
合
一
八
首
の
月
次
屏
風
で
あ
る
。
氏
は
同
書
で
、
大
嘗
会
屏
風
和
歌

と
「
貫
之
作
詠
屏
風
歌
」「
俊
成
作
詠
文
治
六
年
屏
風
歌
（
稿
者
注
『
文

治
』
の
こ
と
）」
と
の
景
物
の
比
較
を
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
大
嘗
会

屏
風
和
歌
特
有
と
な
る
、
禁
忌
の
景
物
や
表
現
か
ら
い
く
つ
か
相
違
は

あ
る
も
の
の
、『
貫
之
集
』
に
み
え
る
屏
風
歌
に
比
し
て
、「
俊
成
の
文

治
六
年
屏
風
歌
は
、
は
る
か
に
大
嘗
会
屏
風
和
歌
に
近
い
も
の
が
あ

る
。」
と
す
る
。
儀
式
の
和
歌
と
し
て
大
嘗
会
屏
風
和
歌
が
担
う
役
割

に
よ
り
、
景
物
や
語
が
取
捨
選
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
つ

つ
、
俊
成
の
『
文
治
』
が
、
他
の
屏
風
歌
に
較
べ
大
嘗
会
屏
風
和
歌
に

近
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
こ
で
の
検
証
は
俊
成
歌
だ
け
だ
が
、
同
じ

屏
風
を
題
に
し
て
歌
を
詠
む
他
の
歌
人
た
ち
も
、
俊
成
歌
と
大
き
く
違

わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
い
ず
れ
も
天
皇
家
に
深
く
か
か
わ
る
祝

事
で
あ
る
た
め
の
共
通
性
と
思
わ
れ
、
勅
撰
集
で
の
役
割
も
他
の
屏
風

歌
よ
り
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

後
掲
【
表
三
】
に
は
、
大
嘗
会
風
俗
歌
と
屏
風
歌
の
勅
撰
集
入
集
数

を
示
し
た
。
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
屏
風
歌
の
勅
撰
集
初
見
は
、『
後

拾
遺
集
』
の
二
首
で
あ
る
。『
後
拾
遺
集
』
か
ら
『
新
続
古
今
集
』
ま

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）
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で
一
八
集
の
う
ち
、
入
集
し
て
い
な
い
集
が
六
集
あ
る
。
先
述
し
た
よ

う
に
大
嘗
会
で
屏
風
歌
が
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
一
世
紀
か

ら
で
あ
り
、元
は
風
俗
歌
の
み
が
詠
ま
れ
て
い
た
。こ
の
風
俗
歌
は『
古

今
集
』
巻
二
十
「
神
あ
そ
び
の
歌
」
末
尾
に
、「
御
べ
（
嘗
）
の
歌
」

と
し
て
五
首
採
ら
れ
て
い
る
。
配
列
も
仁
明
天
皇
か
ら
清
和
・
陽
成
・

光
孝
に
、
今
上
で
あ
る
醍
醐
ま
で
時
代
順
で
あ
る
。
表
か
ら
読
み
取
れ

る
よ
う
に
、
風
俗
歌
は
『
古
今
集
』
以
後
、『
後
撰
集
』『
後
拾
遺
集
』

『
詞
花
集
』
を
除
く
す
べ
て
の
勅
撰
集
に
入
集
す
る
。
大
嘗
会
屏
風
和

歌
を
選
入
し
て
い
な
い
六
集
に
つ
い
て
も
、
風
俗
歌
は
入
集
し
て
い
る
。

ど
ち
ら
も
入
集
し
て
い
な
い
の
は
、
私
的
詠
歌
の
多
い
『
後
撰
集
』
だ

け
で
あ
る
。
ま
た
、
風
俗
歌
と
屏
風
歌
は
同
一
箇
所
に
混
在
し
て
配
列

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
勅
撰
集
入
集
に
お
い
て
、
大
嘗
会
の
風
俗
歌
と
屏

風
歌
の
違
い
は
強
く
意
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、

屏
風
歌
だ
け
を
取
り
出
し
て
み
る
と
、
入
集
し
て
い
な
い
勅
撰
集
が
多

い
の
で
あ
る
。
絵
に
対
し
て
詠
ま
れ
た
屏
風
歌
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
大

嘗
会
和
歌
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
ど
の
御
代
の
大
嘗
会
和
歌
で
あ
る

か
に
意
味
や
意
義
が
あ
る
の
で
あ
る
。　

　

大
嘗
会
屏
風
は
月
次
で
あ
っ
て
も
、
和
歌
は
賀
や
神
祇
と
い
っ
た
部

立
に
採
ら
れ
、
四
季
部
へ
の
入
集
は
ま
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
場
の
問

題
で
あ
り
、
作
歌
の
段
階
で
御
代
へ
の
祝
意
が
優
先
さ
れ
る
た
め
で
あ

ろ
う
。
勅
撰
集
賀
部
に
採
ら
れ
る
祝
性
の
強
い
歌
が
、
誰
の
た
め
に
ど

ん
な
場
で
詠
ま
れ
た
か
を
優
先
す
る
典
型
例
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

入
内
屏
風
和
歌
に
お
い
て
も
「
入
内
」
と
い
う
場
や
、
ど
の
天
皇
へ
の

入
内
で
あ
る
か
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
賀
部
に
お
け
る

『
文
治
』
と
『
寛
喜
』
の
入
集
数
の
差
は
、
ど
の
天
皇
へ
の
入
内
で
あ

る
か
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
。

四　

作
者
に
つ
い
て

　

で
は
次
に
、
作
者
に
つ
い
て
み
て
ゆ
き
た
い
。

　

後
掲
【
表
四
】「
入
内
屏
風
和
歌　

勅
撰
集
入
集
歌
人
」
を
見
る
と
、

ま
ず
『
文
治
』
の
作
者
に
明
ら
か
な
偏
り
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
続

後
撰
集
』
ま
で
は
後
徳
大
寺
実
定
の
入
集
が
最
も
多
く
、
こ
こ
ま
で
の

全
入
集
歌
一
三
首
中
の
約
半
数
六
首
を
占
め
る
。そ
の
後
一
一
番
目『
続

古
今
集
』
か
ら
一
三
番
目
の
『
新
後
撰
集
』
ま
で
は
、
数
は
少
な
い
が

良
経
の
歌
し
か
入
集
し
て
い
な
い
。
次
の
『
玉
葉
集
』
か
ら
は
こ
れ
ま

で
と
異
な
り
、
実
定
や
良
経
は
一
首
も
採
ら
れ
て
い
な
い
。
兼
実
・
俊

成
・
定
家
の
み
と
な
る
。つ
ま
り
、作
者
の
分
布
が
概
ね
三
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

中
で
も
目
を
引
く
の
が
定
家
の
入
集
状
況
で
あ
る
。『
文
治
』
の
主

催
者
で
あ
る
兼
実
や
、
当
時
の
歌
壇
の
中
心
で
あ
っ
た
俊
成
の
歌
は
、

す
で
に
『
新
古
今
集
』
に
入
集
し
て
い
る
。
し
か
し
、
定
家
の
『
文
治
』

歌
は
一
五
番
目
『
続
千
載
集
』
ま
で
一
首
も
採
ら
れ
て
い
な
い
。『
続

千
載
集
』『
続
後
拾
遺
集
』『
新
続
古
今
集
』
の
三
集
に
み
え
る
だ
け
で

あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
的
に
『
新
古
今
集
』
か
ら
の
総

入
集
歌
数
三
六
首
中
一
〇
首
が
定
家
歌
と
な
り
、
俊
成
と
同
数
に
な
っ
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た
。
特
に
、
最
後
の
『
新
続
古
今
集
』
で
、
定
家
は
六
首
も
採
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
入
集
数
は
、
入
内
の
相
手
側
と
な
る
後
鳥
羽
院
が
下
命
者

（
実
質
撰
者
）
で
あ
っ
た
、『
新
古
今
集
』
の
『
文
治
』
入
集
総
数
と
同

数
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
新
続
古
今
集
』
で
の
定
家
入
集
数
は
一
九
首

で
あ
る
た
め
、
約
三
分
の
一
が
『
文
治
』
か
ら
の
採
歌
と
な
る
。『
新

続
古
今
集
』
定
家
歌
に
お
け
る
、『
文
治
』
の
比
重
の
大
き
さ
が
わ
か
る
。

定
家
個
人
で
は
、『
文
治
』
三
八
首
中
一
〇
首
が
勅
撰
集
に
入
集
し
た

こ
と
に
な
る
。
定
家
の
他
の
作
品
に
お
け
る
勅
撰
集
入
集
数
を
み
る
と
、

『
六
百
番
歌
合
』
二
〇
首
、『
千
五
百
番
歌
合
』
二
二
首
、『
守
覚
法
親

王
五
十
首
和
歌
』
一
三
首
で
あ
る
。『
文
治
』
の
勅
撰
集
入
集
比
率
の

高
さ
が
知
ら
れ
よ
う
。

　

一
方
、『
寛
喜
』
を
み
て
み
る
と
、
全
出
詠
者
の
歌
が
選
ば
れ
た
『
新

勅
撰
集
』
を
除
い
て
、
や
は
り
特
徴
の
あ
る
結
果
と
な
っ
た
。『
寛
喜
』

が
入
集
し
た
五
勅
撰
集
の
う
ち
、
時
代
の
新
し
い
『
続
古
今
集
』『
続

千
載
集
』『
新
千
載
集
』
で
は
、
実
氏
と
家
隆
の
歌
し
か
選
ば
れ
て
い

な
い
。ま
た
、こ
こ
で
も
定
家
歌
の
選
入
状
況
は
特
異
で
、『
新
勅
撰
集
』

で
の
二
首
以
外
、
他
の
勅
撰
集
に
一
首
も
入
集
し
て
い
な
い
。

　

定
家
の
勅
撰
集
入
集
は
、『
新
古
今
集
』
で
は
四
六
首
、『
続
後
撰
集
』

四
三
首
だ
が
、『
新
勅
撰
集
』
で
は
わ
ず
か
一
五
首
で
あ
る
。『
新
勅
撰

集
』
で
は
自
身
が
撰
者
で
あ
っ
た
た
め
、
入
集
数
を
極
端
に
押
さ
え
て

い
る
。
そ
の
中
で
、『
寛
喜
』
は
定
家
自
身
が
二
首
選
ん
で
い
る
の
で

あ
る
。『
文
治
』『
寛
喜
』
い
ず
れ
に
も
出
詠
し
た
歌
人
は
定
家
だ
け
で

あ
る
た
め
、
他
歌
人
と
の
比
較
は
で
き
ず
容
易
に
結
論
は
出
せ
な
い
。

し
か
し
、『
文
治
』
の
入
集
状
況
と
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
る
。『
新
勅

撰
集
』
以
後
の
勅
撰
集
に
、
定
家
の
『
寛
喜
』
歌
が
全
く
撰
歌
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
は
、
和
歌
に
対
す
る
評
価
だ
け
で
は
な
い
、
前
節
で
み

た
よ
う
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
『
文
治
』
や
『
寛
喜
』
と
同
時
期
に
催
さ
れ
た
、『
俊
成
九
十

賀
屏
風
歌
』
の
入
集
歌
人
内
訳
を
表
の
右
端
に
記
し
た
。（
）
内
は
、

屏
風
歌
で
は
な
い
が
、
同
じ
場
で
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。
後
半
に
女
性

歌
人
の
歌
が
目
立
つ
が
、
良
経
や
定
家
に
は
際
立
っ
た
特
徴
は
見
ら
れ

な
い
。
参
考
と
し
て
、
私
撰
集
に
お
け
る
『
文
治
』『
寛
喜
』
か
ら
の

入
集
歌
数
を
示
す
と
、
た
と
え
ば
『
夫
木
和
歌
抄
』
で
は
、『
文
治
』

六
一
首
、『
寛
喜
』
五
七
首
と
ほ
ぼ
同
数
で
、
選
入
歌
人
の
偏
り
も
み

え
な
い
。ど
の
歌
人
も
そ
れ
ぞ
れ
六
〜
一
〇
首
程
度
で
、定
家
・
家
隆
・

公
経
は
、
同
一
作
品
か
ら
の
採
歌
数
が
同
じ
で
あ
る
。
入
内
屏
風
和
歌

に
お
け
る
作
品
や
歌
人
に
よ
る
採
歌
の
偏
り
は
、
勅
撰
集
独
自
の
も
の

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
文
治
』『
寛
喜
』
の
勅
撰
集
入
集
作
者
に
つ
い
て
み

て
み
る
と
、
様
々
な
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
各
勅
撰

集
（
下
命
者
や
撰
者
）
と
作
者
と
の
か
か
わ
り
な
ど
、
こ
こ
で
全
て
を

論
じ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
用
意
も
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
一
例
と
し
て
、『
新
続
古
今
集
』「
賀
」
の
定
家
歌
を
取

り
上
げ
た
い
。『
新
続
古
今
集
』
に
お
け
る
定
家
の
『
文
治
』
歌
六
首

中
五
首
は
四
季
歌
で
あ
っ
て
、「
賀
」
は
一
首
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、

配
列
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
同
集
に
お
け
る
多
数
の
採

（
19
）
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歌
理
由
解
明
の
手
が
か
り
と
し
た
い
。

五　
『
新
続
古
今
集
』「
賀
」
の
定
家
歌

　
『
新
続
古
今
集
』「
賀
」
に
入
集
し
た
定
家
の
歌
は
、
巻
頭
か
ら
二
首

目
に
あ
る
。
次
に
当
該
歌
を
前
後
の
歌
と
と
も
に
掲
げ
る
。

　
　
　
　

承
元
元
年
正
月
和
歌
所
に
て
、
春
松
契
齢
と
い
ふ
事
を
講
ぜ

　
　

ら
れ
け
る
つ
い
で
に
よ
ま
せ
給
う
け
る　

　
　

わ
が
た
の
む
神
路
の
山
の
松
の
風
幾
世
の
春
も
色
は
か
は
ら
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
続
古
今
・
賀
・
七
四
五
・
後
鳥
羽
院
）

　
　
　
　

文
治
六
年
女
御
入
内
屏
風
に
、
花
の
木
に
鶯
木
づ
た
ひ
て
人

　
　

の
家
あ
る
所　

　
　

里
わ
か
ぬ
春
の
光
を
し
り
顔
に
宿
を
た
づ
ね
て
き
ゐ
る
鶯　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
・
同
・
七
四
六
・
前
中
納
言
定
家
）

　
　
　
　

従
一
位
倫
子
七
十
賀
の
屏
風
に　

　
　

新
し
き
春
の
は
じ
め
に
引
く
松
の
つ
も
る
数
を
ば
君
ぞ
数
へ
む　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
・
同
・
七
四
七
・
祭
主
輔
親
）

　
　
　
　

題
し
ら
ず　

　
　

古
へ
の
た
め
し
を
引
け
ば
八
千
世
ま
で
命
を
の
べ
の
小
松
な
り
け

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
・
同
・
七
四
八
・
源
順
）

　
「
賀
」
巻
頭
と
な
る
七
四
五
番
の
後
鳥
羽
院
歌
は
、
承
元
元
年
に
和

歌
所
で
「
春
松
契
齢
」
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
次
に
定
家
の
『
文
治
』

で
詠
ま
れ
た
「
花
の
木
」
の
「
鶯
」
の
和
歌
が
置
か
れ
る
。
し
か
し
、

続
く
七
四
七
・
七
四
八
番
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
「
松
」
の
歌
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
こ
に
は
、
七
四
八
番
ま
で
し
か
掲
げ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
後

七
五
五
番
ま
で
子
日
の
小
松
や
松
を
詠
ん
だ
歌
が
一
〇
首
連
続
し
、
桜

や
藤
の
歌
へ
と
続
く
。
七
四
七
番
は
「
新
し
き
春
の
は
じ
め
に
引
く
松
」、

七
四
八
番
は
「
た
め
し
を
引
け
ば
」
と
あ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
初
春

に
小
松
を
引
く
行
事
、
子
日
の
歌
で
あ
る
。
賀
部
で
は
四
季
の
流
れ
に

沿
っ
て
配
列
す
る
こ
と
は
珍
し
く
は
な
く
、
春
の
景
物
が
並
べ
ら
れ
て

い
る
と
み
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
桜
や
藤
の
歌
の
前
に
、
子
日
と
は

か
か
わ
ら
な
い
寛
治
元
年
一
一
月
詠
の
「
松
影
浮
水
」
題
歌
や
永
享
九

年
一
〇
月
詠
の
「
松
色
映
池
」
題
歌
が
あ
り
、
単
な
る
四
季
配
列
で
は

な
い
。
つ
ま
り
、
春
と
は
限
ら
な
い
「
松
」
の
歌
群
の
中
に
、
一
首
だ

け
定
家
の
春
の
「
鶯
」
の
歌
が
混
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
和
歌
で
は
な
く
詞
書
に
着
目
す
る
と
、
七
四
七
番
の
輔
親
歌

は
屏
風
歌
で
あ
っ
て
、
七
四
六
番
の
『
文
治
』
と
、
屏
風
歌
に
よ
る
つ

な
が
り
を
持
つ
配
列
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
こ
で
は
和
歌
の
主
題
「
松
」
で
は
な
く
、
詞
書
の
「
屏
風
」
に
よ
る

つ
な
が
り
、
場
の
共
通
性
を
重
視
し
た
配
列
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
は
巻
頭
歌
七
四
五
番
の
和
歌
所
で
後
鳥
羽
院

が
松
を
詠
ん
だ
歌
と
定
家
『
文
治
』
歌
の
つ
な
が
り
は
、
不
自
然
な
も

の
と
な
る
。

　
『
新
続
古
今
集
』
に
は
、
流
布
本
と
は
別
系
統
の
第
一
次
奏
覧
本
と

さ
れ
る
天
理
図
書
館
本
（
九
一
一
、二
五
―
イ
一
九
）
が
あ
る
。
巻
一
か

ら
十
ま
で
の
上
冊
の
み
の
欠
本
だ
が
、「
賀
」
は
巻
七
の
た
め
こ
の
部

（
20
）

（
21
）
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分
を
確
認
す
る
と
、
配
列
だ
け
で
な
く
詞
書
に
も
歌
に
も
異
同
は
な
い
。

同
書
に
は
朱
書
き
で
流
布
本
と
の
校
異
が
示
さ
れ
て
お
り
、
何
首
も
の

歌
の
出
入
り
を
確
認
で
き
る
が
、
当
該
箇
所
に
そ
の
よ
う
な
痕
跡
は
み

ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
次
奏
覧
本
の
段
階
か
ら
こ

の
よ
う
な
配
列
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
定
家
の
歌
を
除
棄
す
れ
ば
、

巻
頭
の
七
四
五
番
後
鳥
羽
院
歌
か
ら
七
五
七
番
歌
ま
で
「
松
」
の
歌
群

と
な
っ
て
、
自
然
な
配
列
と
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
撰
者
に
よ
っ
て

確
信
的
に
定
家
の
「
鶯
」
の
歌
は
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
再
び
詞
書
に
着
目
す
る
と
、
後
鳥
羽
院
歌
の
次
に
、
そ
の

後
鳥
羽
院
へ
の
入
内
の
た
め
の
屏
風
歌
が
続
く
と
い
う
つ
な
が
り
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
定
家
『
文
治
』
歌
は
、
詞
書
に
示
さ
れ
た
「
文
治
六
年
」

の
年
紀
と
「
入
内
」
に
よ
り
後
鳥
羽
院
歌
と
つ
な
が
り
、「
屏
風
」
に

よ
り
次
の
輔
親
歌
へ
と
つ
な
が
る
仕
組
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
「
松
」「
鶯
」

「
松
」
を
主
題
と
す
る
三
首
は
、
歌
で
は
な
く
詞
書
に
よ
っ
て
つ
な
が
り
、

配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。「
賀
」
に
お
け
る
定
家
の
『
文
治
』

歌
は
、「
文
治
六
年
女
御
入
内
屏
風
」
と
の
詞
書
を
持
つ
こ
と
に
よ
り

配
列
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
配
列
に
は
、『
新
続
古
今
集
』
特
有
の
理
由
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
撰
者
が
二
条
家
か
ら
飛
鳥
井
家
へ
と
移
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
中
世
勅
撰
集
の
撰
者
は
、
京
極
派
の
手
に
な
る
『
玉

葉
集
』『
風
雅
集
』
を
除
き
、
長
ら
く
二
条
家
嫡
流
と
そ
の
周
辺
の
歌

人
に
よ
り
独
占
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、『
新
続
古
今
集
』
で
は
、
飛

鳥
井
雅
世
が
撰
者
と
な
っ
た
。『
新
続
古
今
集
』
仮
名
序
に
は
、

　
　

そ
も
そ
も
参
議
雅
経
卿
は
新
古
今
五
人
の
選
び
に
加
は
れ
る
う
へ
、

こ
の
道
に
た
づ
さ
ひ
て
も
す
で
に
七
代
に
過
ぎ
、
そ
の
心
を
さ
と

れ
る
事
も
又
一
筋
な
ら
ざ
る
に
よ
り
、
こ
と
さ
ら
に
御
詔
す
る
む

ね
は
、
ま
こ
と
に
時
い
た
り
理
か
な
へ
る
事
な
る
べ
し

と
あ
る
。
雅
世
の
歌
道
家
と
し
て
の
拠
り
所
は
、『
新
古
今
集
』
撰
者

で
あ
っ
た
家
祖
雅
経
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
新
古
今
集
』
下
命

者
で
あ
る
後
鳥
羽
院
は
、
飛
鳥
井
家
に
と
っ
て
家
祖
を
勅
撰
集
撰
者
に

し
た
大
切
な
天
皇
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
、
七
四
五
番
後
鳥
羽

院
歌
の
詞
書
に
あ
る
「
和
歌
所
」
と
は
、『
新
古
今
集
』
撰
進
に
先
立

ち
設
置
さ
れ
、『
新
古
今
集
』
撰
者
雅
経
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
定
家
も
、『
新
古
今
集
』
撰
者
の
一
人
で
あ
る
が
、
続
く
『
新

勅
撰
集
』
の
単
独
撰
者
で
あ
り
、
最
晩
年
ま
で
歌
壇
を
領
導
し
た
歌
人

で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
二
条
家
に
と
っ
て
、
歌
道
家
と
し
て
の
重

要
な
拠
り
所
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
新
古
今
集
』
撰
者
と
し
て
の
み

考
え
れ
ば
、定
家
と
雅
経
は
同
格
で
あ
る
。だ
か
ら
こ
そ
、雅
世
に
と
っ

て
、
定
家
を
後
鳥
羽
院
と
の
関
係
の
中
で
集
中
に
定
位
す
る
こ
と
が
必

要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
配
列
や
詞
書
は
、
例
え
ば
『
千
載
集
』「
賀
」
の
巻
頭
、
後
白

河
院
御
製
「
皇
子
に
お
は
し
ま
し
け
る
時
、
鳥
羽
殿
に
わ
た
ら
せ
給
ひ

け
る
こ
ろ
、
八
条
院
内
親
王
と
申
し
け
る
時
、
か
の
御
か
た
に
て
竹
遐

年
友
と
い
へ
る
心
を
講
ぜ
ら
れ
け
る
に
、
よ
ま
せ
給
う
け
る
」
や
、『
新

古
今
集
』「
賀
」
の
巻
頭
に
仁
徳
天
皇
歌
が
あ
り
、
五
首
目
か
ら
算
賀

の
歌
を
は
じ
め
屏
風
歌
が
数
多
く
採
ら
れ
た
こ
と
な
ど
と
類
似
す
る
。



― 10 ―

直
接
的
に
は
『
続
古
今
集
』「
賀
」
巻
頭
の
次
の
配
列
、

　
　
　
　

後
朱
雀
院
む
ま
れ
給
ひ
て
の
御
百
日
の
夜
よ
ま
せ
給
ひ
け
る

　
　

二
葉
よ
り
松
の
齢
を
思
ふ
に
は
け
ふ
ぞ
千
歳
の
始
め
と
は
見
る

（
一
八
五
八
・
一
条
院
御
歌
）

　
　
　
　

上
東
門
院
入
内
御
屏
風
に

　
　

吹
く
風
の
枝
も
な
ら
さ
ぬ
こ
の
ご
ろ
は
花
も
し
づ
か
に
匂
ふ
な
る

べ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
五
九
・
花
山
院
御
歌
）

な
ど
が
先
例
と
し
て
参
考
に
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
撰
者
雅
世
は
、

こ
の
よ
う
な
先
例
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
少
な
く
と
も
文
治
や
承
元
の
頃
は
、

定
家
が
雅
経
と
同
様
に
後
鳥
羽
院
臣
下
の
一
歌
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
後
鳥
羽
院
を
介
し
て
、
二
条
家
の
父
祖

定
家
と
自
身
の
家
祖
雅
経
を
同
列
に
お
き
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。『
新

続
古
今
集
』
で
の
定
家
『
文
治
』
歌
の
入
集
に
は
、
そ
の
よ
う
な
撰
者

の
意
図
が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
新
続
古
今
集
』
で
は
、

勅
撰
集
で
唯
一
、
俊
成
・
定
家
の
『
文
治
』
が
と
も
に
選
ば
れ
て
い
る
。

二
人
の
『
文
治
』
歌
が
「
夏
」
で
並
べ
て
置
か
れ
る
こ
と
な
ど
も
、
定

家
だ
け
で
な
く
、
俊
成
と
後
鳥
羽
院
と
の
関
係
を
も
示
す
意
図
で
あ
ろ

う
。九
条
家
の
女
子
の
入
内
で
あ
る
こ
と
は
忘
れ
去
ら
れ
、「
文
治
六
年
」

に
よ
り
後
鳥
羽
院
と
の
み
つ
な
が
る
歌
と
し
て
、
集
中
に
存
在
す
る
。

『
新
続
古
今
集
』
で
六
首
も
採
歌
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由

に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
後
鳥
羽
院
と
の
関
係
を
言
え
ば
、『
続
後
撰
集
』
下
命
者
の

後
嵯
峨
院
は
後
鳥
羽
院
の
皇
子
で
あ
る
土
御
門
院
の
息
子
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
下
命
者
の
側
面
か
ら
考
え
た
場
合
も
『
続
後
撰
集
』
以
後
の

勅
撰
集
に
お
け
る
『
文
治
』
入
集
に
は
、
常
に
同
様
の
思
考
が
働
い
た

と
思
わ
れ
る
。
撰
集
故
実
化
し
た
よ
う
な
入
集
状
況
に
は
こ
の
よ
う
な

理
由
が
考
え
ら
れ
、『
文
治
』
に
と
っ
て
詞
書
（
名
称
）
が
重
要
な
意

味
を
持
つ
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
ら
に
こ
れ
は
、『
寛
喜
』
に
も
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
。『
寛

喜
』が
持
つ
後
堀
河
院
と
の
関
係
は
、後
鳥
羽
院
と
は
全
く
反
対
に
、『
新

勅
撰
集
』
以
外
の
勅
撰
集
の
中
で
は
、
下
命
者
や
撰
者
に
と
っ
て
意
味

を
持
ち
得
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、『
続
後
撰
集
』
以
後
、
後
堀
河
院

の
御
代
が
遠
く
な
る
に
つ
れ
、
断
絶
し
た
皇
統
に
つ
な
が
る
『
寛
喜
』

は
あ
ま
り
採
歌
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
家
隆
歌
の

入
集
が
あ
っ
て
、
定
家
歌
が
採
歌
さ
れ
な
い
の
も
、
撰
者
で
あ
る
二
条

家
に
と
っ
て
、
定
家
と
後
堀
河
院
と
の
関
係
性
を
集
中
に
示
す
こ
と
が

意
味
を
持
た
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

六　

勅
撰
集
の
詞
書

　

入
内
屏
風
和
歌
に
お
け
る
詞
書
（
名
称
）
の
重
要
性
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
で
、
詞
書
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
『
文
治
』
は
『
新
古
今
集
』
詞
書
で
「
文
治
六
年
女
御
入
内
屏
風
」

と
さ
れ
、
以
後
の
勅
撰
集
は
そ
れ
を
踏
襲
す
る
。『
寛
喜
』
も
『
新
勅

撰
集
』
に
お
い
て
「
寛
喜
元
年
女
御
入
内
屏
風
」
と
さ
れ
、
以
後
に
踏

襲
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
時
に
「
文
治
六
年
正
月
」
や
「
寛
喜
元
年

十
一
月
」
と
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

（
22
）
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し
か
し
、『
長
保
』
の
詞
書
に
は
、
集
に
よ
る
違
い
が
見
ら
れ
る
た
め
、

次
に
そ
れ
を
み
て
ゆ
く
。
先
述
し
た
よ
う
に
、『
長
保
』
は
勅
撰
集
に

六
首
入
集
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
六
首
の
詞
書
を
次
に
示
す
。

１
『
拾
遺
集
』（
雑
春
・
一
〇
六
九
・
公
任
）

「
左
大
臣
む
す
め
の
中
宮
の
料
に
調
じ
侍
り
け
る
屏
風
に
」

２
『
後
拾
遺
集
』（
春
上
・
四
七
・
長
能
）

「
屏
風
絵
に
鳥
お
ほ
く
む
れ
ゐ
て
旅
人
の
眺
望
す
る
と
こ
ろ
を
よ
め
る
」

３
『
金
葉
集
三
奏
本
』（
春
・
八
四
・
公
任
）

「
屏
風
の
絵
に
人
の
家
に
藤
花
さ
き
た
る
と
こ
ろ
を
み
て
よ
め
る
」

４
『
千
載
集
』（
雑
上
・
九
六
〇
・
斉
信
）

「
上
東
門
院
入
内
の
と
き
の
御
屏
風
に
、
松
あ
る
家
に
笛
ふ
き
あ
そ
び

し
た
る
人
あ
る
と
こ
ろ
を
よ
み
侍
り
け
る
」

５
『
続
後
撰
集
』（
春
中
・
八
三
・
公
任
）

「
題
し
ら
ず
」

６
『
続
古
今
集
』（
賀
・
一
八
五
九
・
花
山
院
）

「
上
東
門
院
入
内
御
屏
風
に
」

　

１
『
拾
遺
集
』
に
は
、「
左
大
臣
む
す
め
の
中
宮
の
料
に
調
じ
」
た

屏
風
で
あ
る
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
２
『
後
拾
遺
集
』
３
『
金

葉
集
三
奏
本
』
で
は
、
そ
の
よ
う
な
説
明
は
全
く
な
さ
れ
ず
、
屏
風
絵

の
説
明
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
誰
の
何
の
た
め
の
屏
風
歌
で
あ
る

か
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
絵
に
対
し
て
詠
ま
れ
た
歌
か
が
重
要
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
と
密
接
に
つ
な
が
る
が
、
部
立
も
四
季

部
に
限
ら
れ
る
。
四
季
部
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
屏
風
の
場
よ
り
絵
の
説

明
が
優
先
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
『
拾
遺
集
』
は
「
雑
春
」
で

あ
っ
て
雑
歌
の
要
素
が
加
わ
る
た
め
、
場
の
説
明
が
な
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
１
と
２
・
３
に
も
違
い
が
あ
る
が
、
４
『
千
載
集
』
で

は
さ
ら
に
変
化
し
て
い
る
。
ま
ず
「
入
内
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
敬
意
を
表
す
「
御
」
が
屏
風
に
付
さ
れ
て

い
る
。
同
じ
場
の
説
明
で
も
、
１
『
拾
遺
集
』
は
「
中
宮
の
料
に
調
じ
」

た
「
屏
風
」
と
す
る
が
、『
千
載
集
』
で
は
同
様
の
事
柄
（
場
）
を
「
上

東
門
院
入
内
の
と
き
の
御
屏
風
」
と
す
る
。
屏
風
に
付
さ
れ
た
「
御
」

は
、
国
母
と
な
っ
た
上
東
門
院
へ
の
敬
意
の
表
れ
と
思
わ
れ
る
の
で
、

「
入
内
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

屏
風
歌
に
限
ら
ず
勅
撰
集
の
詞
書
に
「
入
内
」
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、

『
千
載
集
』
の
『
長
保
』
歌
が
初
例
で
あ
る
。
宮
中
を
内
裏
と
呼
ぶ
の

は
日
本
だ
け
で
あ
り
、
入
内
も
本
朝
固
有
の
言
葉
で
あ
る
。
単
に
参
内

す
る
こ
と
で
は
な
く
、「
皇
后
・
中
宮
・
女
御
に
予
定
さ
れ
た
女
性
が
、

正
式
に
里
か
ら
内
裏
へ
入
る
こ
と
」（『
角
川
古
語
大
辞
典
』）
で
の「
入
内
」

の
用
例
は
、
さ
ほ
ど
古
く
は
な
い
。
平
安
中
期
頃
の
公
家
日
記
が
早
い

例
で
、
変
体
漢
文
に
見
ら
れ
る
漢
語
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
つ

が
、『
長
保
』に
関
す
る『
御
堂
関
白
記
』長
保
元
年
一
一
月
一
日
条「
以

酉
時
以
入
内
」
だ
。『
小
右
記
』
同
一
〇
月
二
八
日
条
に
も
「
作
於
左

府
選
定
和
歌
、
是
入
内
女
御
料
屏
風
歌
」
と
記
す
。

　

漢
語
で
あ
る
た
め
和
文
で
は
使
わ
れ
ず
、『
源
氏
物
語
』に
も「
入
内
」

の
用
例
は
な
い
。『
栄
花
物
語
』
の
「
か
か
や
く
藤
壺
」
の
彰
子
入
内

（
ﾏ
ﾏ
）
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の
場
面
で
も
、「
大
殿
の
姫
君
十
二
に
な
ら
せ
た
ま
へ
ば
、
年
の
内
に

御
裳
着
あ
り
て
、
や
が
て
内
に
参
ら
せ
た
ま
は
む
と
い
そ
が
せ
た
ま

ふ
。」
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
和
文
で
あ
る
『
拾
遺
集
』
詞
書
で
は
、「
左

大
臣
む
す
め
の
中
宮
の
料
に
調
じ
侍
り
け
る
屏
風
に
」
と
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

見
過
ご
さ
れ
が
ち
だ
が
、「
入
内
」
が
和
歌
の
詞
書
、『
千
載
集
』
詞

書
で
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
当

然
の
こ
と
な
が
ら
勅
撰
集
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
私
家
集
に
お
い

て
も
同
様
で
あ
る
。「
入
内
」
が
使
わ
れ
た
の
は
『
千
載
集
』
撰
者
で

あ
る
俊
成
の
『
俊
成
家
集
』『
文
治
』
に
付
さ
れ
た
「
文
治
六
年
正
月

三
日
は
主
上
御
元
服
な
り
、
同
十
一
日
殿
下
女
御
御
入
内
な
り
、
そ
の

料
の
御
屏
風
十
二
帖
歌
三
十
六
首
い
る
べ
き
（
下
略
）」
が
初
例
で
あ
る
。

　
『
長
保
』
歌
の
私
家
集
で
の
詞
書
は
、『
公
任
集
』
で
は
「
中
宮
の
内

に
参
り
給
ふ
御
屏
風
歌
」、『
高
遠
集
』
に
も
「
右
大
臣
道
長
の
卿
の
み

む
す
め
、
内
に
参
り
給
ふ
と
て
屏
風
て
う
せ
し
に
」
と
あ
る
。
い
ず
れ

も
「
内
に
参
る
」
と
す
る
。
日
記
に
「
入
内
」
と
記
し
て
も
、
同
時
代

の
和
文
で
あ
る
和
歌
の
詞
書
に
は
、「
入
内
」
を
使
用
し
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
勅
撰
集
に
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
『
千
載
集
』
成
立
以
前

に
清
輔
が
選
ん
だ
『
続
詞
花
集
』「
雑
上
」
に
、『
千
載
集
』
入
集
歌
と

同
じ
歌
が
採
歌
さ
れ
て
い
る
。
部
立
の
「
雑
上
」
も
一
致
し
、『
千
載
集
』

と
の
関
係
も
推
測
さ
れ
る
が
、
詞
書
は
「
上
東
門
院
内
へ
参
り
給
ひ
け

る
時
御
屏
風
の
絵
に
（
下
略
）」で
あ
る
。お
そ
ら
く
、撰
歌
資
料
と
な
っ

た
『
公
任
集
』
の
「
中
宮
の
内
に
参
り
給
ふ
御
屏
風
の
和
歌
」
を
そ
の

ま
ま
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
「
入
内
」
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
私
撰
集
で
み
て
み
る
と
、『
文
治
』
と
『
新
古
今
集
』
の
間
、

建
久
年
間
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る『
玄
玉
集
』の『
文
治
』詞
書
は
、「
月

次
の
御
屏
風
に
」
や
「
中
宮
月
次
の
御
屏
風
に
」、「
中
宮
は
じ
め
て
入

内
の
時
の
御
屏
風
に
」
と
い
っ
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
単
に
「
御
屏

風
に
」
と
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
中
宮
月
次
の
御
屏
風
に
」

が
最
も
多
く
、「
月
次
屏
風
」
で
あ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
四
季
歌
が
収
載
さ
れ
る
時
節
歌
だ
け
で
は
な
く
、
神
祇
歌
で
も
同

様
で
あ
る
。「
中
宮
は
じ
め
て
入
内
の
時
の
御
屏
風
に
」
は
一
例
だ
け
だ
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、「
入
内
」
が
使
わ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
前

に
「
中
宮
は
じ
め
て
」
と
の
但
し
書
き
が
付
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で

の
「
入
内
」
は
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
「
入
内
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て

お
ら
ず
、
単
に
「
内
裏
へ
入
る
」
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
言
葉
の

用
い
方
に
は
身
分
・
立
場
の
違
い
や
個
人
差
も
あ
ろ
う
が
、
同
時
代
の

興
味
深
い
用
例
で
あ
る
。『
千
載
集
』
か
ら
『
新
古
今
集
』
ま
で
の
間

に
入
内
屏
風
和
歌
を
詞
書
に
記
す
用
例
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
私
撰
集

と
は
い
え
、『
文
治
』
が
『
長
保
』
と
同
じ
く
、
場
を
特
定
し
な
い
月

次
屏
風
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、『
新

古
今
集
』に
入
集
す
る
ま
で
、和
歌
作
品
と
し
て
特
段
の
名
称
が
な
か
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

勅
撰
集
に
お
い
て
、
入
内
の
料
の
屏
風
が
、『
文
治
六
年
女
御
入
内

屏
風
』
の
よ
う
に
、
年
紀
と
入
内
屏
風
を
合
わ
せ
た
名
称
と
す
る
こ
と

は
、『
新
古
今
集
』
で
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

（
23
）
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七　
『
千
載
集
』
の
「
入
内
」

　

次
に
、
な
ぜ
俊
成
が
和
文
に
使
わ
れ
な
い
言
葉
「
入
内
」
を
、
あ
え

て
詞
書
に
用
い
た
の
か
考
え
た
い
。

　
『
千
載
集
』
で
の
当
該
歌
前
後
の
配
列
を
見
る
と
、
ま
ず
前
歌
は
、

　
　
　
　

上
東
門
院
よ
り
六
十
賀
行
ひ
給
ひ
け
る
時
、
よ
み
侍
り
け
る

　
　

数
へ
し
る
人
な
か
り
せ
ば
奥
山
の
谷
の
松
と
や
年
を
つ
ま
ま
し

（
九
五
九
・
道
長
）

で
あ
る
。
道
長
の
六
〇
歳
の
算
賀
を
上
東
門
院
が
行
っ
た
時
に
、
道
長

が
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。こ
の
詞
書
の「
六
十
賀
」に
相
応
す
る
の
が
、「
上

東
門
院
入
内
の
と
き
の
御
屏
風
に
」
の
「
入
内
」
で
あ
ろ
う
。「
算
賀
」

と
同
様
に
、
上
東
門
院
と
深
く
関
わ
る
場
の
説
明
と
し
て
「
入
内
」
と

い
う
漢
語
表
記
が
使
わ
れ
た
と
考
え
る
。
そ
も
そ
も
「
屏
風
」
は
本
朝

固
有
の
も
の
で
は
な
く
、
渡
来
し
た
調
度
品
で
あ
る
。
和
漢
語
「
入
内
」

と
合
わ
せ
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。

　

こ
の
後
に
は
、
清
少
納
言
の
「
一
条
院
御
時
、
皇
后
宮
五
節
奉
ら
れ

け
る
時
（
下
略
）」
の
歌
や
紫
式
部
の
歌
が
続
く
。
つ
ま
り
、
歌
の
作

者
は
道
長
↓
斉
信
↓
清
少
納
言
↓
紫
式
部
で
あ
る
が
、
詞
書
に
よ
っ
て

そ
の
背
景
に
上
東
門
院
彰
子
、
一
条
天
皇
や
皇
后
定
子
が
語
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
た
だ
し
、
巻
頭
歌
は
娘
彰
子
に
長
寿
を
祝
福
さ
れ
る
道
長

の
歌
で
あ
る
。
道
長
と
彰
子
の
親
子
関
係
を
記
し
た
上
で
、
彰
子
が
天

皇
に
「
入
内
」
し
た
こ
と
を
強
調
す
る
。

　
「
上
東
門
院
入
内
」
は
、
藤
原
氏
の
子
女
の
中
で
、
最
も
栄
華
を
き

わ
め
た
彰
子
の
内
裏
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
。
道
長
の
政
治
的
成
功
と
あ

わ
せ
、
藤
原
氏
の
目
指
す
べ
き
有
り
様
を
体
現
し
た
繁
栄
の
記
憶
と
い

え
よ
う
。
雑
上
で
あ
り
な
が
ら
、
撰
者
俊
成
に
と
っ
て
は
自
身
の
祖
と

な
る
道
長
を
称
揚
し
た
、
賀
的
要
素
の
強
い
配
列
で
あ
る
。
漢
文
体
で

使
用
さ
れ
る
、
い
わ
ば
公
的
用
語
で
あ
る
「
入
内
」
の
一
語
を
用
い
る

こ
と
で
、
本
来
は
藤
原
氏
の
私
的
な
も
の
で
あ
る
入
内
屏
風
が
、
天
皇

家
と
の
強
い
関
係
性
か
ら
公
的
な
印
象
を
持
ち
得
た
の
で
は
な
い
か
。

簡
潔
な
漢
語
で
記
す
こ
と
に
よ
り
、
和
文
「
内
へ
参
る
」
で
は
得
ら
れ

な
い
効
果
を
あ
げ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

最
後
に
、『
長
保
』の
勅
撰
集
詞
書
と
部
立
を
時
系
列
で
示
す
と
、「
雑

春
・
中
宮
の
料･･･

屏
風
」
↓
「
春
上
・
屏
風
」
↓
「
春
・
屏
風
」
↓

「
雑
・
入
内･･･

御
屏
風
」
↓
「
春
・
題
し
ら
ず
」
↓
「
賀
・
入
内
御

屏
風
」
と
な
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、『
後
拾
遺
集
』『
金
葉
集
三
奏

本
』
で
の
『
長
保
』
は
勅
撰
集
に
入
集
し
な
が
ら
、「
入
内
」
の
折
の

屏
風
歌
で
あ
る
こ
と
も
記
さ
れ
ず
、
四
季
歌
の
中
で
他
の
屏
風
歌
と
変

わ
り
の
な
い
役
割
し
か
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
背
後
に
は
、『
長

保
』
が
臣
下
に
過
ぎ
な
い
藤
原
氏
の
「
私
的
催
し
」
と
の
認
識
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、『
続
古
今
集
』
詞
書
で
は
、「
上
東
門
院
入
内
御
屏
風
に
」

と
し
て
賀
部
に
選
入
さ
れ
た
。
こ
こ
で
「
入
内
屏
風
」
で
は
な
く
、「
入

内
御
屏
風
」
と
す
る
表
記
は
、『
千
載
集
』
の
影
響
を
伺
わ
せ
る
。『
文

治
』
や
『
寛
喜
』
の
賀
部
入
集
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
が
、『
千
載
集
』

で
「
入
内
」
と
の
表
記
を
用
い
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
24
）

（
25
）
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な
お
、『
続
後
撰
集
』
で
『
長
保
』
が
「
題
し
ら
ず
」
と
さ
れ
た
こ
と
は
、

『
文
治
』
と
し
て
入
集
し
た
歌
が
『
文
治
』
に
み
え
な
い
こ
と
と
合
わ
せ
、

故
意
か
何
ら
か
の
誤
謬
か
判
断
が
困
難
で
あ
る
。

　
『
千
載
集
』
で
用
い
ら
れ
た
「
入
内
」
が
、『
新
古
今
集
』
で
は
『
文

治
』
の
名
称
に
用
い
ら
れ
確
立
す
る
。
そ
の
後
の
勅
撰
集
の
中
で
『
文

治
』
や
『
寛
喜
』（
正
確
に
い
え
ば
伝
存
す
る
歌
の
み
）
は
、
単
な
る
屏
風

歌
と
し
て
の
詞
書
で
勅
撰
集
に
入
集
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
、
四

季
部
で
あ
っ
て
も
守
ら
れ
る
。
絵
の
説
明
は
省
略
さ
れ
て
も
、
年
紀
と

入
内
屏
風
で
あ
る
こ
と
が
必
ず
記
さ
れ
、『
元
弘
』
へ
と
継
承
さ
れ
る
。

氏
の
誇
り
と
な
っ
た
上
東
門
院
以
外
、
入
内
の
主
と
な
る
女
御
の
名
は

残
ら
ず
、
年
紀
と
入
内
屏
風
で
あ
る
こ
と
の
み
が
伝
え
ら
れ
て
ゆ
く
の

で
あ
る
。『
千
載
集
』
詞
書
で
「
内
へ
参
る
」
で
は
な
く
「
入
内
」
と

し
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。

む
す
び

　

勅
撰
集
に
お
け
る
入
内
屏
風
和
歌
の
あ
り
方
を
、
作
者
や
詞
書
を
手

が
か
り
に
み
て
き
た
。

　

入
内
屏
風
と
い
う
、
秀
歌
が
生
ま
れ
難
い
場
で
詠
ま
れ
た
歌
が
、
勅

撰
集
に
選
入
さ
れ
続
け
た
こ
と
は
、「
入
内
」
が
持
つ
詞
の
力
と
も
い

う
べ
き
と
こ
ろ
に
根
源
が
あ
る
と
考
え
た
。
そ
れ
は
、
俊
成
が
『
千
載

集
』
詞
書
に
「
入
内
」
と
い
う
漢
語
を
用
い
た
こ
と
を
出
発
点
に
す
る
。

臣
下
の
女
の
「
内
へ
参
る
」「
料
」
で
あ
っ
た
屏
風
の
和
歌
は
、
詞
書

に
「
入
内
」
の
「
屏
風
」
と
記
さ
れ
た
こ
と
で
、
勅
撰
集
に
不
可
欠
な

和
歌
作
品
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、『
新
古
今
集
』
に
お
け

る
後
鳥
羽
院
の
力
も
大
き
く
働
い
た
と
思
わ
れ
る
。『
俊
成
家
集
』
で

名
称
を
持
た
な
か
っ
た
『
文
治
』
が
、『
新
古
今
集
』
で
は
、『
文
治
六

年
女
御
入
内
屏
風
』
と
し
て
「
賀
」
に
入
集
す
る
。『
文
治
』
の
名
称

と
後
鳥
羽
院
に
よ
る
賀
部
へ
の
入
集
が
、『
新
勅
撰
集
』
を
含
む
十
三

代
集
の
入
内
屏
風
和
歌
入
集
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
考
え
る
。

　

渡
邉
裕
美
子
は
、
屏
風
歌
の
制
作
時
に
お
け
る
権
力
と
の
か
か
わ
り

を
指
摘
す
る
。
権
力
す
な
わ
ち
時
の
政
治
状
況
と
強
く
結
び
つ
い
た
中

世
勅
撰
集
に
お
い
て
、
入
内
屏
風
和
歌
は
成
立
時
か
ら
遠
く
離
れ
た
勅

撰
集
撰
入
の
際
に
も
、
権
力
と
の
か
か
わ
り
を
も
っ
て
扱
わ
れ
た
。
当

然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
賀
部
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
ど
の
天

皇
へ
の
入
内
の
時
に
誰
が
詠
ん
だ
歌
な
の
か
が
、
撰
者
と
の
関
係
性
を

誇
示
す
る
手
段
と
も
な
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
プ
ラ
ス
に
働
か
な
い
関

係
性
を
排
除
、
隠
蔽
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。
時
代
が
下
が
る
と

と
も
に
、『
寛
喜
』
は
忘
れ
ら
れ
て
ゆ
く
が
、『
文
治
』
が
わ
ず
か
な
歌

数
な
が
ら
選
ば
れ
続
け
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。

　

周
知
の
こ
と
だ
が
、
和
歌
が
勅
撰
集
に
入
集
す
る
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
集
の
構
成
要
素
と
な
る
た
め
に
、
詞
書
や
場
合
に
よ
っ
て
は
作
者
ま

で
改
変
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、『
文
治
』『
寛
喜
』
の
両
入
内

屏
風
和
歌
に
つ
い
て
は
、
屏
風
絵
の
説
明
の
有
無
以
外
、
そ
の
よ
う
な

改
変
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。「
文
治
六
年
」
や
「
寛
喜
元
年
」
の
年
紀

も
「
入
内
」
や
「
屏
風
」
と
い
う
場
の
説
明
も
す
べ
て
省
略
さ
れ
な
い
。

単
な
る
「
屏
風
歌
」
と
す
る
の
は
、『
長
保
』
が
『
後
拾
遺
集
』
と
『
金

（
26
）
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葉
集
三
奏
本
』
に
入
集
し
た
と
き
だ
け
で
あ
っ
て
、『
文
治
』
や
『
寛
喜
』

に
そ
の
よ
う
な
処
理
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
年
紀
や
「
入

内
」
の
み
が
記
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
政
治
性
を

持
つ
賀
部
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
四
季
歌
で
も
同
様
で
あ
る
。

　

極
論
を
い
え
ば
、『
文
治
』
や
『
寛
喜
』
が
、
勅
撰
集
の
中
で
担
う

役
割
は
、
ど
の
天
皇
へ
の
入
内
屏
風
和
歌
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
詞
書
に
『
文
治
六
年
女
御
入
内
屏
風
』
や
『
寛
喜
元
年
女
御
入
内

屏
風
』
と
記
さ
れ
る
こ
と
そ
の
も
の
に
、
大
き
な
意
味
が
あ
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
撰
集
故
実
化
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
入

集
数
の
少
な
さ
が
、逆
に
、決
し
て
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
作
品
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
。
そ
の
た
め
、『
元
弘
』
が
「
入
内
」
と
「
立
后
」
の

違
い
は
あ
れ
、
全
く
同
じ
ス
タ
イ
ル
の
名
称
で
代
替
作
品
と
し
て
、
室

町
期
の
勅
撰
集
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

※
引
用
テ
キ
ス
ト

『
栄
花
物
語
』
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

和
歌
は
、
特
に
記
さ
な
い
か
ぎ
り
す
べ
て
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。

な
お
、
和
歌
の
引
用
に
際
し
、
適
宜
漢
字
表
記
に
改
め
、
濁
点
を
私
に

付
し
た
。

注（１
）
田
島
智
子
『
屏
風
歌
の
研
究　

資
料
篇
』（
和
泉
書
院
・
二
〇
〇
七
年
）

で
は
、『
後
拾
遺
集
』
時
代
以
降
は
ひ
と
ま
と
め
に
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
渡
邉
裕
美
子
『
歌
が
権
力
の
象
徴
に
な
る
と
き　

屏
風
歌
・
障
子
歌
の

世
界
』（
角
川
書
店
・
二
〇
一
一
年
）
は
こ
の
時
代
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
３
） 『
近
世
類
題
集
の
研
究　

和
歌
曼
荼
羅
の
世
界
』（
青
簡
舎
・
二
〇
〇
九

年
）

（
４
）
久
保
田
淳
「『
寛
喜
元
年
女
御
入
内
屏
風
和
歌
』
略
注
―
『
新
勅
撰
和
歌

集
』
考
察
の
一
環
と
し
て
」（『
武
蔵
野
文
学
』
三
二
・
一
九
八
四
年
一
一
月
）・

西
畑
実
「『
新
勅
撰
集
』
四
季
部
の
題
に
つ
い
て
」（『
樟
蔭
国
文
学
』
九
号
・

一
九
七
二
年
三
月
）・
後
藤
重
郎
「
新
勅
撰
和
歌
集
賀
部
に
関
す
る
一
考
察
」

（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
文
学
』
二
五
号
・
一
九
七
八
年
三
月
）・

名
子
喜
久
雄「
新
勅
撰
集
賀
巻
の
一
性
格
―
九
条
道
家
の
作
品
を
中
心
に
―
」

（『
語
学
文
学
』
一
七
号
・
一
九
七
九
年
三
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
５
）
田
島
智
子
『
屏
風
歌
の
研
究　

論
考
編
』（
和
泉
書
院
・
二
〇
〇
七
年
）

（
６
）（
注
１
）
田
島
著
書
で
は
三
〇
首
と
す
る
。

（
７
）
伊
井
春
樹
「
彰
子
入
内
料
屏
風
絵
と
和
歌
」『
和
歌
史
の
構
想
』（
和
泉

書
院
・
一
九
九
〇
年
）

（
８
）『
新
古
今
歌
人
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
七
三
年
）

（
９
）
相
馬
万
里
子
「
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
」（『
神
道
古
典
研
究
』
一
二
号
・

一
九
九
〇
年
一
二
月
）・
八
木
意
知
男
『
儀
礼
和
歌
の
研
究
』（
京
都
女
子
大

学
研
究
叢
刊
三
〇
・
二
〇
〇
八
年
）

（
10
）
臨
時
祭
「
ふ
る
袖
は
み
た
ら
し
河
に
影
み
え
て
空
に
ぞ
す
め
る
う
ど
は

ま
の
声
」（
文
治
・
二
五
五
）
が
『
拾
遺
愚
草
』（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
八　

朝
日
新
聞
社
・
一
九
九
三
年
）
で
は
「
影
さ
え
て
」、
神
楽
「
空
さ
え
て
ま

た
霜
さ
ゆ
る
明
方
に
あ
か
星
う
た
ふ
雲
の
う
へ
人
」（
同
・
二
七
一
）
が
『
同
』

「
霜
ふ
か
き
」
と
改
作
。

（
11
）（
注
４
）・（
注
５
）・（
注
７
）・
谷
知
子
「
文
治
六
年
任
子
入
内
屏
風
と

和
歌
」『
中
世
和
歌
と
そ
の
時
代
』（
笠
間
書
院
・
二
〇
〇
四
年
）・
樋
口
芳
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麻
呂
「
寛
喜
元
年
女
御
入
内
屏
風
和
歌
と
そ
の
考
察
」（『
研
究
報
告
』
九
揖
・

一
九
六
一
年
三
月
）・
名
子
喜
久
雄「『
寛
喜
元
年
女
御
入
内
和
歌
』考
―「
文

治
六
年
女
御
入
内
和
歌
」
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
と
し
て
―
」（『
言
語
と
文

学
』一
一
四
号
・
一
九
九
七
年
一
二
月
）な
ど
。最
新
の
も
の
と
し
て
は
、（
注

２
）
渡
邉
著
書
が
あ
る
。

（
12
）
深
津
睦
夫
『
中
世
勅
撰
和
歌
集
史
の
構
想
』（
笠
間
書
院
・
二
〇
〇
五
年
）

は
「
新
拾
遺
集
は
、
従
来
の
二
条
家
系
の
勅
撰
集
に
倣
お
う
と
し
な
が
ら
、

十
分
に
形
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
勅
撰
集
で
あ
る
。」「
新
後
拾
遺

集
は
、
新
拾
遺
集
に
似
て
形
式
上
の
不
備
が
め
だ
」
つ
と
指
摘
す
る
。

（
13
）「
中
世
や
ま
と
絵
考　

和
歌
資
料
に
よ
る
画
題
の
検
討
」（『
美
術
史
学
』

第
二
号
・
一
九
七
九
年
三
月
）

（
14
）（
注
11
）
谷
著
書
。

（
15
） 

岩
佐
美
代
子『
京
極
派
和
歌
の
研
究　

改
訂
増
補
新
装
版
』（
笠
間
書
院
・

二
〇
〇
七
年
）
は
、『
玉
葉
集
』
四
季
部
が
貫
之
の
「
屏
風
歌
の
中
に
す
っ

ぽ
り
と
お
さ
ま
っ
た
形
」
と
指
摘
す
る
。『
玉
葉
集
』
の
『
文
治
』
は
四
季

部
（「
春
上
」「
冬
」）
の
み
の
入
集
で
あ
り
、
構
成
上
何
ら
か
の
役
割
を
果

た
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
16
）『
文
治
』
と
『
寛
喜
』
の
行
事
題
に
つ
い
て
の
論
考
に
は
、
以
下
の
も
の

が
あ
る
。
橋
本
不
美
男
「
文
芸
様
式
と
年
中
行
事
」（
山
中
裕
編
『
年
中
行

事
の
文
芸
学
』
弘
文
堂
・
一
九
八
一
年
）・（
注
11
）
谷
著
書
。

（
17
）
書
陵
部
蔵
『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
和
歌
』
に
収
載
さ
れ
る
最
も
早
い
屏
風

歌
は
、
長
和
元
年
三
条
天
皇
。

（
18
）（
注
９
）
八
木
著
書
。

（
19
）『
新
千
載
集
』
で
俊
成
歌
と
す
る
の
は
定
家
歌
の
た
め
、
そ
れ
を
加
え
る

と
一
一
首
で
あ
る
。

（
20
）『
後
鳥
羽
院
御
集
』
は
承
元
二
年
正
月
二
二
日
御
会
に
「
春
松
契
齢
」
題

で
詠
じ
た
と
す
る
が
、
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
21
）
稲
田
利
徳
「「
新
続
古
今
集
」
の
第
一
次
奏
覧
本
に
つ
い
て
―
精
撰
の
熱

意
―
」（『
国
語
国
文
』
四
四
六
号
・
一
九
七
一
年
一
〇
月
）
及
び
『
新
編
国

歌
大
観
』
解
題
。

（
22
）
村
尾
誠
一
「
勅
撰
和
歌
集
と
い
う
歴
史
か
ら
―
終
末
期
か
ら
の
視
野
―
」

『
和
歌
を
歴
史
か
ら
読
む
』（
笠
間
書
院
・
二
〇
〇
二
年
）
で
「
極
論
す
れ
ば

下
命
者
は
交
換
可
能
。」
と
「
勅
」
の
変
質
と
歌
道
家
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。

同
氏
の
和
歌
文
学
大
系
『
新
続
古
今
集
』（
明
治
書
院
・
二
〇
〇
一
年
）「
解

説
」
に
も
詳
述
。
な
お
、
酒
井
茂
幸
「『
新
続
古
今
集
』
の
撰
進
を
め
ぐ
っ

て
―
後
花
園
天
皇
期
の
禁
裏
文
庫
」（『
国
語
と
国
文
学
』
平
成
二
一
年
一
月

号
）
は
、
後
花
園
天
皇
の
親
撰
的
性
格
を
有
す
る
と
す
る
。

（
23
） 

こ
の
後
の
部
分
は
諸
本
に
異
同
が
あ
る
。現
存
最
古
の
完
本
梅
沢
本
で
は
、

「
十
一
月
一
日
入
内
十
余
日
の
事
也
」と
あ
る
が
、各
註
釈
で「
入
内
十
余
日
」

を
傍
注
の
竄
入
と
す
る
。「
十
余
日
」
を
不
審
と
す
る
が
、「
入
内
」
も
和
文

に
相
応
し
く
な
く
、
漢
文
記
録
か
ら
の
補
入
、
書
入
と
推
測
さ
れ
る
。

（
24
）
有
吉
保
『
千
載
集
和
歌
集
の
基
礎
的
研
究
』（
笠
間
書
院
・
一
九
七
六
年
）

（
25
）『
千
載
集
』
に
は
、
俊
成
自
筆
本
の
断
簡
「
日
野
切
」
が
あ
る
が
、
当
該

箇
所
は
伝
存
し
な
い
。
た
だ
し
、
奏
覧
直
後
の
書
写
（
甲
類
系
統
）
と
さ
れ

る
『
古
筆
学
大
成
』
第
九
巻
（
講
談
社
・
一
九
八
九
年
）
所
収
「
伝
源
通
親

筆　

龍
山
切
二
」（
個
人
蔵
・
古
筆
手
鑑
「
碧
玉
」
所
収
）
に
「
上
東
門
院

入
内
」
の
詞
書
が
残
る
。

（
26
）（
注
２
）
渡
邉
著
書
。

（
ほ
そ
か
わ
・
ち
さ
こ　

摂
南
大
学
非
常
勤
講
師
）
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【表一】「入内屏風和歌　勅撰集入集状況」
　※数値は新編国歌大観に拠る（以下同）

長保元年
入内

文治六年
入内

寛喜元年
入内

（元弘三年
立后）

合計

1古今集
2後撰集
3拾遺集 　１＊ １
4後拾遺集 １ １
5金葉集三奏本 　１＊ １
6詞花集
7千載集 　1※ １
8新古今集 ６ ６
9新勅撰集 ６ ２４ ３０
10続後撰集 　１▲ 　１▼ ３ ５
11続古今集 １ １ ２ ４
12続拾遺集 １ １
13新後撰集 ２ ２
14玉葉集 ２ ２
15続千載集 ３ １ ４
16続後拾遺集 １ １
17風雅集 ４ ４
18新千載集 １ ４ （１８） ５（１８）
19新拾遺集 （８） （８）
20新後拾遺集 （１） （１）
21新続古今集 ９ ９

合計 ６ ３７ ３４ （２７） ７７（２７）

《注》  ①空欄の数値は全て０・・・以下同じ
②＊同じ歌が入集
③※『続詞花集』に同じ歌が入集
④▲「題しらず」
⑤▼『林下集』に「公道卿十首題」とある歌
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【表二】「入内（立后）屏風和歌　勅撰集入集部立内訳と数」

　　　　部立
　勅撰集 春 夏 秋 冬 賀 神祇 その他 合計

1古今集

2後撰集

3拾遺集 雑春 1長 １

4後拾遺集 1　長 １
5金葉集
  三奏本 1　長 １

6詞花集

7千載集 雑 1 長 １

8新古今集 1 文 1 文 1 文 1 文 2 文 2 ６

9 新勅撰集 4　文 1       
　  寛 3

10 文 2
　 寛 8

3 文 3
　

3 寛 3 10 寛 10 30

10 続後撰集 1　長 3 文 1
   寛 2 1 寛 ５

11 続古今集 1　寛 1 文 1 寛 1 長 ４

12 続拾遺集 1 文 １

13 新後撰集 1　文 1 文 ２

14 玉葉集 1　文 1 文 ２

15 続千載集 1　寛 2 文 2 1 文 ４

16 続後拾遺集 1 文 １

17 風雅集 2　文 2 1 文 1 文 ４

18 新千載集 （1） 3 寛 3
（4）

（7） 1 文
（2）

（2） 雑 1 寛
（2）

５
（18）

19 新拾遺集 （3） （1） （2） （1） （1） （８）

20 新後拾遺集 （1） （１）

21 新続古今集 3　文 3 4 文 4 1 文 1 文 ９

合計 16 17（5） 11（5） 7（9） 19（3） 4（3） 3（2） 77
（27）

《注》（）は『元弘三年立后屏風』
　　内訳略称　長 ･･･『長保元年彰子入内屏風』
　　　　　　　文 ･･･『文治六年女御入内屏風』

　　　　　　　寛 ･･･『寛喜元年女御入内屏風』
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【表三】「大嘗会和歌の勅撰集入集状況」

風俗歌 屏風歌
1古今集 ５
2後撰集
3拾遺集 ２１
4後拾遺集 ２
5金葉集三奏本 ６
6詞花集 ２
7千載集 １３ ２
8新古今集 ６ ４
9新勅撰集 ５ ２
10続後撰集 ４ ２
11続古今集 ３ ４
12続拾遺集 ２ ２
13新後撰集 ３
14玉葉集 ６ ３
15続千載集 ５
16続後拾遺集 ３
17風雅集 ３ ７
18新千載集 ４
19新拾遺集 ３ ２
20新後拾遺集 １
21新続古今集 １ ４
合計 ９４ ３６
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【表四】「入内屏風和歌　勅撰集入集歌人の内訳」
長保元年
入内

文治六年
入内

寛喜元年
入内

　俊成
九十賀

1古今集

2後撰集

3拾遺集 １ 公任

4後拾遺集 １ 長能
5金葉集
  三奏本 １ 公任

6詞花集

7千載集 １ 斉信

8新古今集 ６ 兼実２・実定１
    季経１・俊成２

２ 後鳥羽１
　 良経１

9新勅撰集
６ 兼実１・実定４   
    良経１

24 道家７・公経４
    実氏４・定家２
    家隆３・為家１
    知家３

10 続後撰集 １ 公任 １ 実定 ３ 道家１・為家１
    知家１

３ 良経２
    忠良１
（１ 有家）

11 続古今集 １ 花山院 １ 良経 ２ 実氏１・家隆１

12 続拾遺集 １ 良経
（３ 定家１
      有家１
      範光１）

13 新後撰集 ２ 良経２ １  良経

14 玉葉集 ２ 俊成１・兼実１

15 続千載集 ３ 定家３ １ 実氏

16
続後拾遺集 １ 定家

９ 後鳥羽１
    宮内卿２
    慈円１
    雅経２
    有家２
    丹後１

17 風雅集 ４ 兼実１・俊成３ （１ 良経）

18 新千載集 １ 俊成
＊実際は定家歌 ４ 実氏２・家隆２

３ 定家１
    丹後１
　 俊成女１
（１ 後鳥羽）

19 新拾遺集 （２ 俊成１
      経家１）

20
新後拾遺集 １ 宮内卿
21
新続古今集 ９ 俊成３・定家６

合計 ６ ３６ ３４ １９（８）

《注》　『俊成九十賀屏風』の（）は、同じ場での屏風歌以外の歌の数と作者を示した。


